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　11月16日（水）18時、旭川医科大学機器センター３階カンファレンスルームにて「第８回医学部学生と女性

医師の語る夕べ」が行われました。今や医学部学生のうち４割近くが女性という時代、女性医師が仕事と家庭

を両立していくためにはどうすればいいのかということについては、いろいろなところで話し合われています。

昔のような「根性論」は、今の時代にはもう通用しません。支援の制度はどんどん整ってきていますが、残念

ながら、その制度自体を知らなかったり、知っていても利用の仕方を知らない若い医師が多いように思います。

家庭を持ちながら医師として輝いていくためには、学生のうちから様々なパターンのロールモデルにふれるこ

とが重要。私たち先輩医師こそが身近なロールモデルと考え、旭川市医師会女性医師部会では、年に１回「医

学部学生と女性医師の語る夕べ」を開催してきました。今年掲げたテーマは、『思い描いたキャリアを積もう！』。

このテーマにふさわしいお話を伺うため、今年は初めて学外の講師として、秋田大学医学部総合地域医療推進

講座の蓮沼直子先生をお招きし、『明るい未来を見つけよう』と題した、秋田大学における医学生キャリア形

成支援の取り組みについて話していただき、その後全員参加型のディスカッションを行いました。学生24名（女

子学生22名、男子学生２名）、医師その他29名の計53名の参加をいただき、賑やかな会となりました。概容を

報告させていただきます。

第８回 医学部学生と女性医師の語る夕べ開催次第

司　会　　旭川市医師会女性医師部会　副部会長　坂田　葉子

開　会　　旭川市医師会女性医師部会　部会長　長谷部千登美

挨　拶　　旭川市医師会　副会長　加藤　淳一

テーマ　　 「思い描いたキャリアを積もう！」

～ キャリアアンカーとは、医師という仕事を続けるための「拠り所となるもの」。

　どんなふうに仕事していきたいか、自分のキャリアを舵取りしていくための、

　あなたのキャリアアンカーについて考えてみましょう。～

第１部　　講　演

 「明るい未来を見つけよう

　～秋田大学における医学生キャリア形成支援の取り組み～」

　　　　　秋田大学医学部　総合地域医療推進学講座　助教　蓮沼　直子 先生

第２部　　グループディスカッション

１）キャリアアンカーワーク：

　　自分のアンカーが、実際に仕事にどう生かされるのか考えてみましょう

２）設問を利用し、先輩医師たちの様々な経験談を聞きながら自分なりの答えを見つけていく

３）まとめ

閉　会　　旭川医科大学二輪草センター　副センター長　山本　明美

「第８回　医学部学生と女性医師の語る夕べ」報告

旭川市医師会女性医師部会　副部会長

坂　田　葉　子
（医療法人社団丘のうえこどもクリニック）
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第１部　講演

『明るい未来を見つけよう

～秋田大学における
　医学生キャリア形成支援の取り組み～』
秋田大学医学部総合地域医療推進講座　助教　蓮　沼　直　子 先生

　医学部教育は、近年どんどん様変わりしてきて

います。秋田大学では、「夢と希望にあふれ、意

欲を持って社会にはばたいてほしい」と願い、す

べての学生に対し１学年時及び３学年時に、４

学年時と６学年時には希望する女子学生に対し

キャリア支援を行っています。



１）１年生必修カリキュラム「初年次ゼミ医療と男女共同参画のこれから」

　①医学生～Ｄｒ．すごろく
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　 　すごろくをとおして、医学生の生活を知り、学生生活で何をしておくべきかを考えていきます。

　　　＜なすべきこと＞

　　　　その1、そうぞうりょくを鍛える

　　　　　　　　（想像力 imagination、創造力 originality,creativity）

        その２、行動力をつける

　　　　　　　　行動するという決断　　　　　　　　　　原動力としての好奇心

自分で考え、行動する

うまくいかなかったら？

アプローチをかえる＝やり方を変える

　②医学生としてのミッションとは？

　　なぜ、あなたは医学部に入ったのでしょうか？どんな医師になりたいと思っていますか？

　　そのためには、今何をしたらいいですか？何が必要ですか？

　　これらを考えることが　　　　 　　　人生のミッション、医学生としてのミッション

　③キャリアアンカー

　キャリアとは、仕事上の人生。仕事人生上の碇（キャリアアンカー）は、組織や仕事が変わっても、「自

分が絶対に捨てたくない」コア（核）の部分といえます。キャリアアンカーがしっかりすると、仕事人生

も安定するといわれています。
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　今、戦略的キャリアデザインという考え方が出てきています。自分の考える戦略的キャリア形成とは「好

きなこと、楽しいことをする and/or 自分に向いている、得意なことを仕事にする」ことだと思います。

その為には、自分をよく知ることは必要です。

　未来の自分を想像し、キャリア未来年表を作成してみましょう。
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　男女で意見が分かれたり、それぞれのグループで重視するポイントが異なるところが面白く、解決策がいく

らでもあることに気づき、将来に対する不安が少し解消されたという学生も多いようです。「母校は、実家の

ようなものです。困ったときには、頼ってみましょう。」

２�）３年生必修カリキュラム「男女共同参画女性医師支援」
　ＰＢＬを利用したグループディスカッションを行います。６人くらいのグループに分かれ、ＰＢＬのシナリ

オの問題点、対策としての選択肢、ベストだと思う選択肢とその理由などを考えていきます。
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３）４年生女子希望者「院内女性医師とのランチ相談会」

４）６年生女子希望者「出産にかかわる法律・制度の勉強会」



　学生時代は、勉強が大事です！それだけじゃなくいろんな経験を積みましょう。コミュニケーション能力を

高めることも大事です。実際に将来患者さんとして来るのは、医学部の人ではありません（たまに来るけど）。

しかも、患者さんは医者に本音を言いません。それをいかに引き出すか？
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第２部　グループディスカッション

　学生の学年や医師のキャリアになるべく偏りがでないように６つのグループに分け、以下のグループディス

カッションを行いました。

１）キャリアアンカーワーク

働く意味を考える　～内的キャリアを探ってみよう

　あなたは小学生対象にしたサマーキャンプのボランティアをすることにしました。

　何人かのチームで役割を分担して、３泊４日のキャンプを成功させたいと思います。

　みんなで話しあって下の表のような役割分担を決めました。

　あなたはどの役割をやりたいですか？

役　　割 主　　な　　内　　容

 テ ン ト・ 燃 料 係

【事前】： キャンプ道具がそろっているか、不具合はないかを確認し、必要に応じてメ
ンテナンスをしておく。

【当日】： たき火や炊事に使う薪や小枝を集め、使いやすいように割ったり、切りそろ
えたりした後、班ごとに分けて配る。また、子どもたちがテントを張ったり、
火を起こしたりするのを手伝う。

 調　　 査　　 係

【事前】： キャンプをする場所として、条件に合うところをインターネットなどで調査
しとりまとめておく。

【当日】： 翌日のスケジュール展開に活かせるように、気象情報などを収集し、目安を
立てておく。

　　　 次回のキャンプの参考となるよう、データを取っておく。

 デ ザ イ ン・ 音 楽 係

【事前】： キャンプ参加者を募集するための雰囲気のあるチラシづくりや、当日配付す
る楽しげなしおり作りをする。スタッフＴシャツのデザインも作成。

【当日】： キャンプファイヤーや朝夕の集いのときに流す音楽を選択。最終日に参加者
に渡す記念品のデザインも担当。

 引 率・ 養 護 係

【事前】：問い合わせへの回答や事前説明会での説明。
【当日】： 気持ちが悪くなった人や夜眠れない子などの相談対応、救護係。朝の散歩大

会の引率や、森の生き物教室のインストラクター、石や木を使った工作や、
飯ごう炊さんの調理指導も。

 企 画・ 運 営 係

【事前】： キャンプ全体の企画を立案し、各係と調整する。報道機関などへの対応も。
【当日】： キャンプ全体の運営管理を担当し、朝夕の集いやキャンプファイヤーでは司

会進行を担う。班対抗のイベントでは、それぞれの班のまとめ役として子ど
もたちを助ける。

 事　　 務　　 局
【事前】： 企画、検討記録の作成や参加費の入金チェック、経費の出金管理を行う。
【当日】： 連絡窓口として本部に詰めておく。貸し出し品の受け渡し管理や当日の現金

管理、貴重品の保管を行う。食材など納品業者への対応も。

①どんな役割をやりたいか、②その役割を選んだ理由、③その役割を担った時、

具体的にはどんな活動をしそうか、④その活動をした時、どんなことが面白そうか

　第１希望から第３希望までの役割について、②～④を考え、グループ内で各々が発表し合いました。

　サマーキャンプのボランティアでやりたい役割を考えていく中で、自分が仕事としてどんなことに興味を持

ち、行動し、やりがいを感じるかが見えてきます。もちろん、同じ役割を選んでいても、各々選んだ理由や目

的意識が異なります。他の人の話を聞くことにより、「どのようなことをやっている自分に意味や価値を感じ

られるのか」が見えてくるというワークでした。今や就職試験ではおなじみの「キャリアアンカー」。このよ

うな言葉を知らなかった中堅以上の医師たちにとっては、とても新鮮なものだったと思います。
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２）ＰＢＬ（Problem�Based�Learning）
　設問を用意し、先輩医師たちの様々な経験談や

アドバイスをもとに自分なりの答えを見つけてい

くワーク。今回は、より現実的な設問を５問用意

し、興味があるものを２～３問選んでワークして

いただきました。特に５～６年生は真剣そのも

の。仕事を続けながら、現在子育て真最中の医師

や、すでに子育てを終えた先輩医師らからの様々

なアドバイスをいただきながらのディスカッショ

ンは、あっという間に時間が過ぎてしまいました。

　人気が高かった設問をご紹介しておきます。

①６年生編。

　あなたは旭川医大の６年生の女子学生。同学

年の男性とおつきあいしており、卒業したら結婚したいとおもっている。彼の実家は関東で１人息子。あな

たの実家は旭川で両親は健在。初期研修をどこでうけるか考えている。彼は関東の症例の多い一般病院を希

望しており、その後も実家に近いところの大学の医局にはいることを希望している様子。さてあなたはどう

する。

②初期研修１年目編。

　あなたは旭川出身で、両親も旭川にいる。旭川市内の総合病院で初期研修１年目で、その後は旭川医大の

某科に入局するつもりで、その科の教授の推薦状をもらって学会にも入会している。しかし最近研修先で知

り合った札幌の大学の初期研修医とお付き合いをはじめた。彼は初期研修が終わったら札幌に戻り、専門医

をとった後は親が経営している大病院の後継者の道が約束されている。結婚もかんがえはじめているが、彼

は結婚したら仕事をやめて札幌についてきてほしいといっている。さてあなたはどうする。

③卒後４年目編

　あなたは内科、夫は整形外科の旭川市内の病院の勤務医。昨年あなたは出産し、１年の育児休暇を経て復

帰した。病院には院内保育園がないし、両親は札幌在住であるため、子どもは病院の近くの無認可保育園に

預けている。復帰して６カ月、子どもはよく熱を出し保育園から連絡が来るため、早退することもしばしば。

今日も朝から熱があり、保育園には連れて行けないが、夫は９時から手術、あなたは９時から担当患者さん

の検査が入っている。さてあなたはどうする？

　私は、ライオンキングでいう『ハクナマタタ』（スワヒリ語で「どうにかなるさ」の意）を信条に、家庭と

医師としての仕事の両立を目指してきました。我々世代には、私のような「結婚はしたい時にする、子どもは

授かった時が産み時」と考えていた先生が多いと思います。しかし、女性医師が非常に増加し、研修医制度や

専門医制度など積み重ねなければならないハードルが増えた。

　今、自分のキャリアアンカーを考え、常に自分の未来に目を向ける（キャリア未来年表を作成する）ことが、

医師という仕事を続けていくうえでいかに大切なのかを、この懇談会で教えていただきました。
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アンケート結果

＜感想＞

女性医師とお話が出来て良かった

・色々な年代の先生、又、各科の先生とお話できてとても勉強になりました。

・大学の先生方以外からも話を聞けて本当に良かったです。

・研修のことを悩んでいたが、意見が聞けてよかった。

・ 色々なキャリアを持った先生に直接お話を聞けて、どんなキャリアを歩んでも、素敵な人生を送れると諸

　先生方を見て感じました。安心しました。

その他

・秋田大学の先生のお話がとても面白く、来て良かったと思いました。

・ＰＢＬ問題を学生さんと考えるのは楽しかったです。学生さん側の意見もいつもより聞けました。

＜要望＞

もっと会の宣伝をして欲しい

・もっと広く多くの人が参加できるように、大々的に広告するとよいと思いました！

・企画の宣伝をしてもっと多くの人に来ていただく。

タイムスケジュールに関すること

・ポスターに６時～８時と明記してあったので、８時に迎えの車を頼んでしまい、最後まで聞けずに残念で

　 した。終了時間を遅くするなど、少し余裕のあるプログラムにしていただけますと、時間の段取りが予想

出来て参加しやすいです。

・discussion にかなり時間がありましたので、学生さんは２グループくらいをまわる方が、いろんな医師

　の話を聞けて参考になるかと思いました。

・質問タイムがもっと沢山あっても良かったかもしれません。

・個人的に伺いたいことなどを聞ける時間が欲しいです。

今後取り上げて欲しいこと

・男子学生に向けての教育（女性医師のキャリア形成についてなど）もやった方がいいと思う。

・臨床以外の働き方をしている先生の話も聞いてみたいです。

・女性医師の働き方に関する統計的な資料が欲しい。

・来年も似たような企画があるといいです。
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